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Abstract: This study examined the effects of the use of folding work sheets in helping 
children with developmental disorders to learn how to solve arithmetic word problems. In a 
pre-test, the children solved different kinds of subtraction problems. Problems similar to any 
that a child found difficult to solve were chosen for use in 10 trials in which the child and an 
adult supporter solved the same kinds of problems together. The children also receive tests to 
measure their working memory. In the first half of the trials, the supporter helped the children 
to solve problems with a pencil and paper by oral instruction only. In the second half of the 
trials, the supporter provided the children with work sheets that should be folded step-by-step 
so that the children could focus their attention on the part they were solving at that moment. 
Between the first and the second half of the trials, and in a post-test, the children solved 
different subtraction problems alone. The learning processes were analyzed. The findings 
suggested that the folding work sheets would be useful for children with developmental 
disorders when solving word problems. Children with poor working memories seemed to 
easily understand the meaning of the arithmetic problems with the support of the folding work 
sheets. Moreover, the folding work sheets seemed to encourage children with normal working 
memory, but with poor attentional control, to continue paying attention when learning.
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は，変化しない 2 つの数量に関する問題であり，結合は 2 数量の集合に関する問題，比較は 2 数量





2 つ目は未知数の位置である。Riley et al. (1983) によると，加減算のどの意味構造の問題にも 3
つの数が含まれており，そのうちのどれを未知数とするかによっても難易度は異なる。例えば，比
較では，比較量および比較基準量と，それらの差にあたる数の計 3 つが問題中に出てくる。なお比
較量とは，“Joe の持っている飴は，Tom より 5 個多い”という文における Joe の飴の数，比較基準量
は Tom の飴の数である。このうち比較基準量が不明の場合は，差や比較量が不明の場合より正答率
が低く，この傾向は小学 1 年生から 3 年生までのどの学年でも見られた。






















そこで本研究では，アセスメントで分析する認知特性として，WM 特性に着目した。渡辺他 (2014) 














小学 3, 4 年生の児童 3 名が研究に参加した。全員，放課後等デイサービスを利用していた。
A 児 小学 3 年生の男子児童であった。学校では情緒の特別支援学級に在籍していた。医療機関
からアスペルガー症候群の傾向を指摘されたが，正式な医学的診断を受けていなかった。
B 児 小学 3 年生の女子児童であった。学校では通常級に在籍していた。医療機関から高機能自
閉症との診断を受けていた。














WMの測定 コンピュータベースのテストを行った。内容は，言語的短期記憶（Game 1, 4），視
空間的短期記憶 (Game 2,5)，言語性 WM (Game 3,7)，視空間性 WM (Game 4,8) が各 2 課題の，計 8
課題であった (課題について，http://home.hiroshima-u.ac.jp/hama8/assessment.htmlを参照)。
支援 折説明のプリントは，湯澤他 (2013) を参考に，問題文を区切ったり，絵や図を取り入れ
たりして作成した。プリント内の絵や図の一部は，山田 (2015a) の図を加工した物を使用した。プ




本研究で使用した文章題は，プリテスト 1 は東原・前川 (1997) の合併，比較，増減を，それ以









題は，折説明支援と同様に山田 (2015a) を参考に作成し，プリント 1 枚につき 1 問とした。問題文
のみを提示して，対象児童が解決につまずいた場合のみ，問題文を絵で示す等の介入を行った。来


















WM を測定した結果を Figure 1 に示した。特に，言語的短期記憶を測定する Game 1, 5 の得点が，
同年齢の平均値より 1SD 以上低く，言語領域のワーキグメモリに弱さが見られた。また，視空間領
域でも，Game 2，Game 8 の得点は年齢平均であるものの，Game 4 の得点が低く，視空間性 WM に
弱さが見られた。
Figure 1. A 児の WM 測定結果
介入仮説 プリテスト 1 で誤答した，比較の比較基準量が不明の場合に対して介入を行った。プ
リテスト 2 での様子から，A 児は 2 つの数量の差に関する記述を正確に読み取ることが難しいと思
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くいと思われた。そこでこの設問を，折説明支援の 3 回目から付録 1 に示した形に変更した。比較
基準量にあたるものを消すという作業を行うことで，2 つの数量を比較し，そのうちの片方が少な
いということが分かりやすくなり，減算のイメージを持ちやすくなると考えた。
口頭支援 5 回の支援のうち 2 回は，研究実施者の介入がなくても正解できた。また 1 回は，文
を読んだだけでは意味を理解できなかったが，実施者が口頭で簡単に内容を説明すると，すぐに正
しく答えられた。一方，あとの 2 回は，誤って加算を行った。そのうちの 1 回は，プリント実施前
に読んでいた漫画本を読み終えることができず，プリントを終わらせた直後に再び本を読み始めて
いた。またもう 1 回は，問題文の“(玉入れで) 1 回目は 2 回目より 9 個多く入りました”という部分































WM を測定した結果を Figure 2 に示した。どの Game においても，同年齢の平均値と 1SD 以上の
開きは見られなかった。B 児の WM は，年齢相応であり，文章題の苦手さは，WM によるものでは
なく，自閉症の発達特性によるものであると推測される。
Figure 2. B 児の WM 測定結果









口頭支援 5 回の支援のうち 4 回は，研究実施者の介入がなくても減算を実施することができた。
しかしそのうちの 1 回は，小さい数から大きい数を引く誤りが見られた。また正解できたときであ
っても，席につき落ち着いてプリントに取り組むことができないこともあった。
5 回の支援のうち，残り 1 回は，問題文には出てくるが立式には必要ない数字を計算に用いたり，
加算や乗算を行ったりした。問題文をどのように理解しているのかを知るため，文の内容を絵にし
てもらったが，詳しく描くことができなかった。実施者が問題文を絵にして対象児童に見せたとこ
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WM を測定した結果を Figure 3 に示した。どの Game においても，同年齢の平均値と 1SD 以上の
開きは見られなかった。時計の問題の苦手さは，WM によるのではなく，本児の発達特性によるも
のと推測された。
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